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一　

は
じ
め
に

二　
﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
﹂﹁
高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
を
実
施
す
る
場
合
の
現
状
と
課
題

　
︵
１
︶
施
設
と
の
連
携
の
問
題
︵
場
所
・
収
容
力
・
人
員
等
︶

　
︵
２
︶
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
時
間
等
の
問
題

　
︵
３
︶
教
師
の
専
門
性
や
意
識
の
問
題

　
︵
４
︶
高
校
・
中
学
で
自
校
史
教
育
を
行
う
意
義
・
内
容
・
手
法
等
の
問
題

三　

南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
︵
男
子
部
︶
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
可
能
性

　
︵
１
︶
授
業
に
お
け
る
可
能
性

　
︵
２
︶
学
校
行
事
・
課
外
活
動
等
に
お
け
る
可
能
性

　
︵
３
︶
そ
の
他
の
場
面
に
お
け
る
可
能

四　

お
わ
り
に
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高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　

中
尾
浩
康　

一　

は
じ
め
に

今
回
依
頼
を
受
け
、﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
の
可
能
性
﹂
に
関
し
、
高
校
・
中
学
の
現
場
の
視
点
か
ら
報
告
す
る
。
私
の

学
問
的
な
専
門
分
野
は
歴
史
学
︵
日
本
古
代
史
︶
で
、
ま
た
高
校
・
中
学
の
現
職
教
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
科
教
育
︵
歴
史
教
育
︶

に
関
し
て
も
教
育
実
践
を
行
っ
て
い
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
や
自
校
教
育
・
自
校
史
教
育
︵
以
下
、
自
校
史
教
育
と
表
現
︶
に
関
し

て
は
門
外
漢
で
あ
る
。
不
備
の
多
い
内
容
と
な
る
が
、
何
卒
御
容
赦
願
い
た
い
。

常
設
展
示
室
は
一
一
月
下
旬
に
開
館
し
た
が
、
高
校
・
中
学
︵
以
下
、
高
・
中
と
も
表
記
︶
で
は
一
二
月
は
定
期
考
査
等
で
授
業
は

殆
ど
な
い
。
ま
た
現
状
で
は
、
史
資
料
に
関
す
る
情
報
自
体
も
不
足
し
て
い
る
。
故
に
本
報
告
は
、
展
示
を
利
用
し
た
高
校
・
中
学
に

お
け
る
自
校
史
教
育
に
関
し
、
既
に
行
っ
た
授
業
に
関
し
て
の
検
証
よ
り
も
、
今
後
の
高
大
連
携
や
授
業
実
践
の
可
能
性
・
構
想
に
力

点
を
置
い
た
内
容
と
な
る
こ
と
を
、
予
め
御
承
知
置
き
願
い
た
い
。
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二　
﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
﹂﹁
高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
を

　
　

実
施
す
る
場
合
の
現
状
と
課
題

本
報
告
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
を
確
認
し
た
。
簡
単
に
、
現
在
ま
で
の
自
校
史
教
育
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
お
く
。

一
九
八
〇
年
代
、
各
大
学
で
は
年
史
編
纂
事
業
が
相
次
い
だ
。
そ
の
研
究
成
果
を
自
校
の
教
育
に
反
映
さ
せ
る
形
で
、
一
九
九
〇
年

代
半
ば
か
ら
自
校
史
教
育
は
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関
西
学
院
大
学
︵
一
九
九
五
年
︶、
明
治
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
九
州
大
学

︵
一
九
九
七
年
︶、
名
古
屋
大
学
・
京
都
大
学
・
立
教
大
学
・
神
奈
川
大
学
︵
一
九
九
九
年
︶
等
が
早
い
例
で︶

1
︵

、
今
で
は
多
く
の
大
学
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
学
で
の
自
校
史
教
育
は
一
通
り
整
っ
て
、
そ
れ
ら
の
総
括
・
検
証
と
と
も
に
新
た
な
課
題
や
展
開
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
の
が
現
在
の
状
況
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
新
た
な
展
開
の
主
た
る
も
の
が
、﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
﹂
や
﹁
高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
で
あ
ろ
う
。

自
校
史
教
育
で
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
各
大
学
の
文
書
館
や
史
資
料
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
展
示
室
を
持
っ
て
い
る
大
学
自
体
が
ま

だ
多
い
と
は
言
え
ず
、
近
年
整
備
が
進
ん
だ
大
学
博
物
館
が
自
校
史
の
展
示
を
担
っ
て
い
る
学
園
も
少
な
く
な
い︶

2
︵

。
ま
た
、﹁
高
校
・

中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
は
、
広
島
大
学︶

3
︵

・
日
本
大
学︶

4
︵

・
立
教
大
学
︵
立
教
学
院
︶︶

5
︵

等
、
こ
ち
ら
も
ま
だ
僅
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
し
て
や
、
展
示
を
利
用
し
た
高
校
・
中
学
で
の
自
校
史
教
育
と
な
る
と
、
展
示
室
と
附
属
高
校
・
中
学
を
と
も
に
有
す
る
学
園
に

限
ら
れ
る
わ
け
で
、
更
に
限
定
さ
れ
る
。
昨
年
︵
二
〇
一
四
年
︶
五
月
に
展
示
室
が
オ
ー
プ
ン
し
た
立
教
学
院︶

6
︵

が
早
い
方
で
、
こ
の
課

題
は
ま
さ
に
最
新
の
テ
ー
マ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
﹂
や
﹁
高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
を
実
施
す
る
場
合
、
高
校
・
中
学
で
は
大

学
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
問
題
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
点
を
指
摘
し
た
い
。
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南
山
学
園
の
み
な
ら
ず
多
く
の
高
校
・
中
学
で
も
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
問
題
点
と
し
て
、 ︵
１
︶
施
設
と
の
連
携
の
問
題
︵
場
所
・

収
容
力
・
人
員
等
︶、︵
２
︶
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
時
間
等
の
問
題
、︵
３
︶
教
師
の
専
門
性
や
意
識
の
問
題
、︵
４
︶
高
校
・
中
学
で

自
校
史
教
育
を
行
う
意
義
・
内
容
・
手
法
等
の
問
題
︵
な
お
、︵
１
︶
～
︵
４
︶
は
密
接
に
連
関
す
る
︶
等
が
考
え
ら
れ
る
。

︵
１
︶ 

施
設
と
の
連
携
の
問
題
︵
場
所
・
収
容
力
・
人
員
等
︶

近
年
、
少
子
化
の
影
響
等
か
ら
都
心
回
帰
を
図
る
大
学
が
増
え
て
い
る
が
、
多
く
の
学
園
は
蛸
足
キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
般
的
で
あ
る
。

意
欲
的
な
高
大
連
携
が
実
施
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
近
隣
で
は
名
古
屋
大
学
と
附
属
高
校
・
中
学
校
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
両
者
が
同

じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
と
い
う
立
地
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
南
山
大
学
と
高
校
・
中
学
︵
男
子
部
・
女
子
部
︶
も
決
し
て
遠
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
授
業
間
の
休
み
時
間
に
移
動
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

﹁
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
を
掲
げ
、
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
が
二
〇
一
三
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
我
々

高
・
中
の
教
師
は
普
段
の
授
業
で
積
極
的
に
活
用
し
た
い
が
、
実
際
に
は
立
地
的
に
難
し
い
。
そ
れ
故
、
特
別
時
間
割
を
組
む
か
学
校

行
事
に
絡
め
て
活
用
す
る
形
に
な
る
が
、
教
師
に
と
っ
て
は
手
間
も
か
か
る
︵
引
率
も
必
要
と
な
る
︶。
男
子
部
・
女
子
部
の
過
去
の

例
で
は
、﹁
市
内
探
訪
﹂︵
班
別
の
遠
足
︶
の
見
学
ル
ー
ト
に
入
れ
る
、﹁
職
業
体
験
﹂
で
学
芸
員
の
仕
事
を
体
験
す
る
、
歴
史
研
究
同

好
会
︵
部
活
動
︶
の
生
徒
が
大
学
開
催
講
演
会
の
お
手
伝
い
を
す
る
、
教
師
が
展
示
物
を
借
り
て
授
業
で
使
用
す
る
等
の
連
携
が
行
わ

れ
た
が
、
大
学
と
高
校
・
中
学
と
の
立
地
の
問
題
は
や
は
り
課
題
と
な
る
。

更
に
、
施
設
の
収
容
力
や
人
員
の
問
題
も
あ
る
。
仮
に
高
校
・
中
学
側
が
遠
足
等
の
学
校
行
事
で
見
学
さ
せ
た
く
て
も
、
一
学
年

二
〇
〇
人
︵
他
校
な
ら
四
〇
〇
人
や
五
〇
〇
人
が
一
般
的
︶
の
生
徒
が
一
度
に
見
学
可
能
か
、
展
示
解
説
の
依
頼
に
も
対
応
で
き
る
の

か
等
の
問
題
が
生
じ
る
。
班
別
・
分
散
研
修
や
一
ク
ラ
ス
︵
三
〇
～
四
〇
人
︶
程
度
の
利
用
が
現
実
的
で
、
必
然
、
高
校
・
中
学
の
現
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場
で
は
活
用
の
仕
方
が
極
め
て
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
情
が
あ
る
。

︵
２
︶ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
時
間
等
の
問
題

高
校
・
中
学
で
は
﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
で
科
目
毎
の
授
業
時
間
数
や
授
業
内
容
等
が
細
か
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
大
学
の
よ
う
に
毎

年
﹁
自
校
史
﹂
の
授
業
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
時
間
数
的
に
そ
も
そ
も
困
難
で
あ
る
。

高
校
・
中
学
で
の
最
も
現
実
的
な
や
り
方
は
、特
別
時
間
割
を
組
む
か
、普
段
の
高
校
日
本
史
や
中
学
歴
史
の
授
業
の
中
で
﹁
自
校
史
﹂

に
触
れ
る
方
法
で
あ
る
。
た
だ
、
高
校
・
中
学
の
歴
史
の
授
業
で
は
、
用
語
の
多
い
教
科
書
と
受
験
に
よ
り
、
実
践
的
・
意
欲
的
な
授

業
を
組
み
込
む
時
間
的
な
余
裕
が
少
な
い
現
実
が
あ
る
。
ま
た
、
大
学
の
授
業
時
間
は
一
コ
マ
九
〇
分
あ
る
が
、
高
・
中
で
は
五
〇
分
・

四
五
分
・
四
〇
分
等
が
一
般
的
で
あ
る
。

授
業
時
間
や
内
容
面
等
で
、
高
・
中
の
教
師
は
大
学
教
員
よ
り
も
自
由
・
裁
量
の
幅
が
狭
い
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。

︵
３
︶ 

教
師
の
専
門
性
や
意
識
の
問
題

高
校
・
中
学
で
は
、
同
じ
社
会
科
教
師
で
も
専
門
分
野
は
バ
ラ
バ
ラ
︵
地
理
・
世
界
史
・
日
本
史
・
政
治
経
済
・
倫
理
・
現
代
社
会
︶

で
あ
る
。
学
年
や
校
務
分
掌
の
固
定
化
を
避
け
る
た
め
、
社
会
科
教
師
は
全
て
の
科
目
を
教
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
日
本
史
専
門

の
教
師
な
ら
、
授
業
の
中
で
自
校
史
教
育
を
組
み
込
め
る
者
も
い
よ
う
が
、
例
え
ば
倫
理
専
門
の
教
師
が
日
本
史
を
担
当
し
た
場
合
、

同
様
に
自
校
史
教
育
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
・
中
の
教
師
は
担
任
業
務
、
生
徒
指
導
、
部
活
動
、
学
校
行
事
の
運
営
、
保
護
者
対
応
等
、
多
様
な
校
務
に
追
わ
れ
る
中

で
、
教
科
書
を
教
え
る
た
め
の
教
材
研
究
時
間
を
確
保
す
る
だ
け
で
も
手
一
杯
と
い
う
の
が
、
多
く
の
現
場
の
実
態
で
あ
る
。
日
々
全
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く
余
裕
が
無
い
中
、
学
園
史
を
読
ん
で
自
校
史
教
育
の
教
材
を
教
師
自
ら
一
か
ら
作
成
を
求
め
ら
れ
る
と
な
る
と
、
む
し
ろ
反
発
す
る

教
師
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
史
資
料
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
意
味
・
価
値
を
持
ち
、
ど
の

程
度
使
用
が
で
き
る
の
か
︵
閲
覧
の
み
か
、
貸
出
可
か
等
︶、
高
・
中
の
教
師
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

今
後
、
高
・
中
の
教
師
が
使
っ
て
み
た
く
な
る
分
か
り
易
い
自
校
史
コ
ン
テ
ン
ツ
︵
例
え
ば
、
企
画
展
図
録
、
貸
出
パ
ネ
ル
や
大
型

複
製
シ
ー
ト︶

7
︵

等
の
貸
出
キ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
・
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
等
︶
の
開
発
・
充
実
や
、
使
用
可
能
な
史
資
料
に

関
す
る
情
報
化
・
公
開
化
︵
例
え
ば
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
︶
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

︵
４
︶
高
校
・
中
学
で
自
校
史
教
育
を
行
う
意
義
・
内
容
・
手
法
等
の
問
題

高
・
中
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
意
義
は
、
大
学
で
行
う
場
合
と
共
通
す
る
面
も
あ
れ
ば
、
異
な
る
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
に
つ
い
て
は
、
ど
の
大
学
・
ど
の
時
代
に
も
﹁
不
本
意
入
学
者
﹂
が
少
な
か
ら
ず
お
り︶

8
︵

、
誇
り
・
帰
属

意
識
・
学
習
意
欲
等
を
高
め
る
役
割
や
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
・
共
有
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

9
︵

。
こ
れ
ら
の
意
義
は
、
入
学
試

験
︵
受
験
︶
の
あ
る
中
学
や
高
校
の
生
徒
、
ま
た
出
身
地
や
出
身
校
も
異
な
る
教
職
員
集
団
に
対
し
て
も
、
共
通
性
・
有
効
性
を
持
つ

と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
大
学
の
自
校
史
教
育
で
も
よ
く
指
摘
さ
れ
る
﹁
自
校
の
負
の
側
面
を
ど
う
教
え
る
か
﹂
に
つ
い
て
は
、
大
学
よ
り
も
高
・
中

の
場
合
は
精
査
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
私
は
歴
史
学
が
専
門
の
た
め
﹁
負
の
側
面
﹂
の
重
要
性
は
理
解
し
て
お
り
、
平
素
の
歴

史
の
授
業
で
も
常
に
心
掛
け
て
い
る
。
し
か
し
自
校
史
の
場
合
、
高
校
生
・
中
学
生
の
発
達
段
階
︵
例
え
ば
、
鵜
呑
み
に
し
易
い
、
感

情
的
に
な
り
易
い
等
︶
や
、
そ
の
先
に
大
学
進
学
が
あ
る
と
い
う
点
等
か
ら
勘
考
す
れ
ば
︵
例
え
ば
結
果
と
し
て
、
学
園
に
否
定
的
な

見
方
を
持
つ
生
徒
や
、
上
の
大
学
へ
の
進
学
を
嫌
う
生
徒
が
増
え
て
も
良
い
の
か
等
︶、
教
え
る
内
容
・
手
法
等
の
事
前
の
検
討
は
重
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要
と
な
ろ
う
。

︵
１
︶
で
触
れ
た
よ
う
に
、
特
別
時
間
割
や
学
校
行
事
を
活
用
す
る
や
り
方
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、︵
１
︶
の
み
な
ら
ず
、
高

校
・
中
学
に
お
け
る
︵
２
︶・︵
３
︶
の
問
題
も
大
き
い
。
高
・
中
で
自
校
史
教
育
を
実
施
す
る
場
合
、
ま
ず
は
意
欲
的
な
教
師
に
よ
る

個
人
実
践
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
教
師
が
日
本
史
を
担
当
で
き
る
の
は
数
年
に
一
回
で
あ
る
。
大
学
で
は
、
中
心

と
な
る
教
員
や
機
関
が
牽
引
役
と
な
り
、﹁
自
校
史
﹂
の
講
義
を
開
講
す
れ
ば
毎
年
設
定
が
可
能
だ
が
、
も
し
高
・
中
で
継
続
的
な
実

施
を
目
指
す
の
な
ら
、
そ
の
意
義
を
教
師
間
に
伝
え
共
有
す
る
︵
４
︶
の
作
業
が
重
要
に
な
る
。

た
だ
現
在
、
多
く
の
高
校
・
中
学
で
、
大
学
教
授
や
著
名
人
等
を
招
い
て
の
講
演
会
や
土
曜
講
座
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私
の
所
属

す
る
南
山
高
等
・
中
学
校
男
子
部
で
も
、﹁
進
路
の
日
﹂﹁
総
合
講
座
﹂﹁
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
﹂
等
、
近
隣
大
学
の
教
授
や
男
子
部
の
Ｏ

Ｂ
が
来
校
し
て
生
徒
に
講
義
・
講
話
を
す
る
行
事
が
あ
る
︵︻
資
料
１
︼︶。
そ
の
他
、
生
徒
自
治
会
・
高
校
文
化
委
員
会
の
生
徒
が
、

放
課
後
に
他
校
︵
大
学
・
高
校
等
︶
の
先
生
を
招
い
て
講
演
会
︵
自
主
企
画
︶
を
行
っ
て
い
る
︵︻
資
料
２
︼︶。
例
え
ば
広
島
大
学
で
は
、

大
学
教
員
が
附
属
高
校
に
出
向
い
て
自
校
史
教
育
を
行
っ
て
い
る︶

10
︵

。
こ
れ
ら
の
場
は
い
ず
れ
も
一
コ
マ
限
り
︵
六
〇
分
や
九
〇
分
︶
の

授
業
で
は
あ
る
が
、
南
山
大
学
の
永
井
英
治
教
授
や
黒
沢
浩
教
授
が
男
子
部
に
来
校
し
、
自
校
史
教
育
の
授
業
を
行
う
こ
と
等
は
、
比

較
的
実
現
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

︵
４
︶
に
つ
い
て
も
、
発
祥
が
大
学
か
ら
で
は
な
く
、
戦
前
の
中
学
校
・
高
等
学
校
等
か
ら
で
あ
る
学
園
の
場
合
は
、
よ
り
や
り
易

い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
南
山
学
園
も
戦
前
の
旧
制
南
山
中
学
校
︵
現
在
の
南
山
高
等
・
中
学
校
男
子
部
︶
が
発
祥
で
あ
り
、
当
時
、

校
舎
︵
現
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
︶
が
軍
に
接
収
さ
れ
迷
彩
色
に
塗
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
、
勤
労
動
員
中
の
南
山
生
が
空
襲
で
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
等
は
、
生
徒
に
﹁
戦
争
﹂
を
実
感
さ
せ
る
好
素
材
と
な
る
。
戦
争
関
係
の
史
資
料
や
、
戦
時
中
の
東
南
海
地
震
関
係
の
史



117

高校・中学における自校史教育の可能性

2015年
6月

24日（
水
）　

高
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総
合
講
座
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担
当
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一
覧
　

基
調
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演
（
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～
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大
学
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講
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伊 イ
ト

ウ

藤
　
聡 サ
ト
シ

全
員

合
同

全
員

第
一
部
（
10：

00
～

11：
30）

大
学

学
部

職
講
師

タ
イ
ト
ル

担
当
教
員

教
室

人
数

プ
ロ
ジ
ェク

タ
ー

ス
クリ

ー
ン

PC

1
中
央

Ｆ
Ａ
Ｘ

法
学
部

准
教
授

宮 ミ
ヤ
モ
ト

本
　
航 コ
ウ
ヘ
イ

平
「
企
業
間
取
引
の
ル
ー
ル
は
誰
が
作
る

の
か
？
」

岡
本

第
１
理
科
室

38
○

○
持
参

2
明
治
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Ｘ
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講
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持
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Ｘ
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授
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３
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Ｘ
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パ
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○
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４
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○
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保
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メ
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医
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ノ
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芳 ヨ
シ
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正
医
学
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お
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コ
ミ
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ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
患
者
（
感
染
症
）
の
診
断

岩
瀬

社
会
科
教
室

27
○

○
持
参

第
二
部
（
13：

00
～

14：
30）

大
学

学
部

職
講
師

タ
イ
ト
ル

担
当
教
員

教
室

人
数

プ
ロ
ジ
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タ
ー

ス
クリ

ー
ン

PC

7
関
西
学
院

Ｆ
Ａ
Ｘ

総
合
政
策

教
授

八 ヤ
ギ木
　
康 ヤ

ス
オ




夫
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
で
建

築
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

岡
本

第
１
理
科
室

34
○

○
○

8
早
稲
田

Ｆ
Ａ
Ｘ

理
工
学
部

教
授

小 オ
ヤ

イ
ヅ




柳
津
　
研 ケ
ン
イ
チ



一
分
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
創
る
：
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
め
る
有
機
分
子
を
例
に

長
久
保

第
３
理
科
室

26
○

○
持
参

9
名
古
屋
工
業

Ｆ
Ａ
Ｘ

工
学
部

教
授

森 モ
リ

タ



田
　
良 ヨ
シ
フ
ミ



文
人
を
助
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
リ
ハ
ビ
リ
ロ

ボ
ッ
ト
と
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

宮
本
・

村
瀬

大
学
見
学

61
×

×
×

10
同
志
社

Ｆ
Ａ
Ｘ

文
学
部

教
授

中 ナ
カ

イ



井
　
義 ヨ
シ
ア
キ



明
ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
悲
劇
、
そ
し
て
歴
史

矢
野

パ
ソコン

ル
ー
ム

30
○

○
○

11
岐
阜

メ
ー
ル

教
育
学
部

教
授

早 ハ
ヤ
カ
ワ



川
　
万 マ
ン
ネ
ン



年
教
師
を
目
指
す
み
な
さ
ん
に

岩
瀬

社
会
科
教
室

25
×

×
×

12
南
山

Ｆ
Ａ
Ｘ

外
国
語
学
部

講
師

今 イ
マ

イ



井
 　

達 タ
ツ

ヤ



也
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
を
学
ん
で

み
よ
う

朝
内

第
４
理
科
室

19
×

×
×

【
資
料
１
】
2015年

度
・
高
２
「
総
合
講
座
」
一
覧
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資
料
等
は
、
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。

近
年
、
歴
史
教
育
の
世
界
で
は
、
戦
時
中
の
学
校
日
誌
を
活
用
し
た
授
業
実
践

の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る︶

11
︵

。
ま
た
、
博
物
館
で
実
施
さ
れ
て
き
た
様
々
な
連
携

の
取
り
組
み
に
は
既
に
蓄
積
が
あ
り︶

12
︵

、
現
在
で
は
高
大
連
携
・
高
大
接
続
の
推
進︶

13
︵

や
、
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の
連
携
の
動
き
も
進
展︶

14
︵

し
つ
つ
あ
る
。
今
後
、﹁
展
示

を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
﹂
や
﹁
高
校
・
中
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
﹂
を
実
施

し
て
い
く
場
合
、
大
学
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
実
践
例
の
み
な
ら
ず
、
近
似
性

の
高
い
そ
れ
ら
の
分
野
の
成
果
に
も
目
を
配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
学
や
学
園
内
の
み
に
完
結
し
な
い
広
い
視
野
を
持
て
る
か
否
か
も
、
質
の

高
い
自
校
史
教
育
を
目
指
す
上
で
は
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

三　

南
山
高
等
学
校
・
中
学
校
︵
男
子
部
︶
に
お
け
る
自
校
史
教
育
の
可
能
性

︵
１
︶ 

授
業
に
お
け
る
可
能
性

前
章
︵
１
︶
に
つ
い
て
は
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
設
立
に
伴
い
、
場
所
が
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
に
移
っ
た
こ
と
で
︵
大
学
か
ら
は
離
れ
た

が
︶
小
・
中
・
高
と
は
近
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、
前
章
︵
２
︶・︵
３
︶
に
つ
い
て
も
、
男
子
部
で
は
比
較
的
実
現
が
可
能
な
土
壌
が
既
に
存
在
し
て
い
る
。
男
子
部
の
社
会
科

は
六
年
一
貫
を
生
か
し
た
独
自
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
っ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
現
在
、
中
一
で
﹁
世
界
Ⅰ
﹂︵
地
理
と
世
界
史
の
融
合
︶、

【資料２】生徒自治会・高校文化委員会　
企画　特別講演会

2013年11月15日、於：パソコンルーム
「『英国王のスピーチ』から英語を学ぶ」（都築
雅子中京大学教授による講演）
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中
二
で
﹁
世
界
Ⅱ
﹂︵
中
一
か
ら
継
続
︶
と
﹁
日
本
Ⅰ
﹂︵
主
に
日
本
前
近
代
史
︶、
中
三
で
﹁
日
本
Ⅱ
﹂︵
日
本
近
現
代
史
と
公
民
の
融

合
︶、
高
一
で
﹁
日
本
史
﹂﹁
政
治
経
済
﹂﹁
倫
理
﹂、
高
二
で
﹁
世
界
史
﹂﹁
政
治
経
済
﹂﹁
倫
理
﹂﹁
現
代
史
﹂︵
世
界
史
・
日
本
史
と
現

代
社
会
の
融
合
︶
と
﹁
社
会
探
究
ゼ
ミ
﹂︵
後
述
︶、
高
三
で
﹁
世
界
史
﹂﹁
日
本
史
﹂﹁
政
治
経
済
﹂﹁
倫
理
﹂
と
な
っ
て
い
る
︵
新
課

程
移
行
時
に
改
編
︶。
勿
論
担
当
者
に
も
よ
る
が
、
正
規
の
授
業
の
中
で
も
、
例
え
ば
中
三
﹁
日
本
Ⅱ
﹂
や
高
二
﹁
現
代
史
﹂
の
授
業

の
中
に
自
校
史
教
育
を
盛
り
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
男
子
部
で
は
、私
を
は
じ
め
複
数
の
社
会
科
教
師
が
﹁
地
域
﹂
の
視
点
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
例
え
ば
﹁
世
界
Ⅰ
・
Ⅱ
﹂

の
授
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
︵
白
人
中
心
史
観
︶
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
別
︵
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
・
西
ア

ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
大
陸
・
オ
セ
ア
ニ
ア
等
︶
の
授
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
﹁
日
本
Ⅰ
・

Ⅱ
﹂
の
授
業
で
も
中
央
中
心
史
観
︵
英
雄
史
観
︶
に
陥
ら
な
い
よ
う
東
海
地
域
の

視
点
を
加
味
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
教
師
が
複
数
い
る
。
男
子
部
は
他
校
と
比

べ
て
も
、
正
規
の
授
業
の
中
で
自
校
史
を
扱
う
こ
と
は
や
り
易
い
で
あ
ろ
う
。

更
に
男
子
部
で
は
、﹁
本
質
的
な
学
び
に
迫
る
﹂
こ
と
を
目
標
と
し
、
三
年
前

か
ら
高
二
文
系
で
﹁
社
会
探
究
ゼ
ミ
﹂︵
学
校
設
定
科
目
︶
を
開
講
し
て
い
る
︵︻
資

料
３
―
１
～
３
︼、
二
〇
一
五
年
度
は
火
曜
七
時
間
目
︹
一
四
時
四
〇
分
～
一
五

時
二
五
分
の
四
五
分
︺、
半
期
一
二
回
・
通
年
二
四
回
程
度
︶。
担
当
者
に
よ
り
内

容
も
形
態
も
様
々
だ
が
、
私
は
﹁
地
域
か
ら
学
ぶ
日
本
史
﹂
と
題
し
、
生
徒
に
よ

る
調
べ
学
習
と
発
表
が
中
心
の
ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
る
。

男
子
部
で
継
続
的
な

4

4

4

4

自
校
史
教
育
を
目
指
し
て
い
く
な
ら
、
こ
の
授
業
枠
を
活

【資料３－１】 高２「社会探究ゼミ」授業
風景

2015年度・後期Aコース、於：社会科教室
「戦争に隠された ｢震度7」」（本校教諭による
ゼミ）
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【Ｂコース】
前期 　「ヨーロッパ中世世界を考える」 担当：宮川先生

ゼミ参加者各自が「ヨーロッパ中世の諸問題」からテーマを一つ選び、普段、探究活動を続けて、
レポートを書く。途中で、順次中間発表をする。
一方、今や古典となって読み継がれている増田四郎著『ヨーロッパとは何か』（岩波新書）を共
通テキストにして、発表のないときは読み進める。地理的な概念としてのヨーロッパではなく、
ヨーロッパの歴史的な構造や特殊性、ヨーロッパ社会の成立などを扱う。今日、ＥＵを考えるとき、
新たな意味で参考になるだろう。

後期 　大学とは何か――歴史的変遷から探る―― 担当：岩瀬先生

世界中の高校生の大学進学率は約60％（2011年現在）となっており、現代では大学に進学する
ことに、もはや疑問を持たなくなりつつあります。では、そもそも大学はいつ、どこで、どのよ
うな目的で作られ、そしてどのような歴史を辿ってきたのでしょうか。本講座では、吉見俊哉『大
学とは何か』を読み進めていき、大学の歴史的変遷を学ぶことで社会における意義と役割を考え、
「大学に行く」ことの意味について考え直す機会としたいと思います。
活版印刷術の発明や国民国家の形成といった、世界史Bの授業で学ぶ出来事と大学との関係を紐
解きながら、中世ヨーロッパでの大学誕生から、戦後日本における大学改革までの大学の歴史を
探り、「大学とは何か」について考えていきます。また、テキスト以外にも、適宜アメリカやイギ
リスの大学の仕組みや授業形態を日本の大学のものと比較し、現在の大学では何が行われている
のかを紹介していく予定です。　
テキスト…吉見俊哉『大学とは何か』岩波新書，2011年

【Ｃコース】
前期 　旧約聖書が語る人間の生き方 担当：ダシオン先生

　聖書の「旧約聖書」には、イスラエル民族の歴史、律法、預言、文学などが、約千年にわたっ
て多くの人々によって書かれ、編集されて出来上がった。つまり、これは現実味のない単なる宗
教の抽象的な話ではなく、人間の生活と歴史に基づいた本当の人間の生き方が丁寧に説かれてい
ることをぜひ学んでいただきたいと思う。
　旧約聖書の物語を取り上げながら日本の神話、昔話、文学との類似を考えていくのもこの探究
の一つの魅力だと思う。

後期 　「イエスの素顔とは」 担当：濱口先生

新約聖書中のイエスはいかなる人物であったのか。聖書には「大笑いした」とか「冗談を言った」
とか言った記述はない。沈着冷静、完全無欠の堅物のようなものであったのか、それとも…
このゼミでは、新約聖書を紐解きながら、イエスの姿を様々な角度から探求していきたいと思う。
まずは、「新約聖書とはどのような書物か」からはじめ、知識人たちが語る「イエス像」に迫りつつ、
各自の考えるイエス像を描いていきたい。
遠藤周作の『私のイエス』と『イエスの生涯』は必読図書として、さらには「イエスと親鸞」、「イ
エスとルター」、「イエスと寅さん」といった比較検討を通してイエスの輪郭に触れていければな
あと思う。そのためにも下記の参考文献をいくつか読んでもらいたい。
参考文献
『新約聖書　新共同訳』日本聖書協会（←必携）、『新約聖書　訳と註』田川建三（作品社）、
『イエスという男』田川建三（作品社）、『キリスト教思想への招待』田川建三（勁草書房）、
『私のイエス』遠藤周作（祥伝社）（←必読）、『イエスの生涯』遠藤周作（新潮文庫）（←必読）　　〔後略〕
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高校・中学における自校史教育の可能性

前　期 後　期

Ａコース 地域から学ぶ日本史　　　　　（中尾先生）戦争に隠された「震度７」　　　（村瀬先生）

Ｂコース
ヨーロッパ中世世界を考える
　　　　　　　　　　　　　　（宮川先生）

大学とは何か―歴史的変遷から探る
　　　　　　　　　　　　　　（岩瀬先生）

Ｃコース
旧約聖書が語る人間の生き方
　　　　　　　　　　　　（ダシオン先生）

イエスの素顔とは
　　　　　　　　　　　　　　（濱口先生）

Ｄコース
『御曹司島渡』から読む
中近世日本の対外観　　　　　（水口先生）

百姓のくらし
　　　　　　　　　　　　　　（半澤先生）

Ｅコース
ヨーロッパ商人が見た中近世の世界
　　　　　　　　　　　　　　（酒井先生）

環境問題（生物多様性を考える）
　　　　　　　　　　　　　　（宮下先生）

Ｆコース
日本と中国から「近代」を考える
　　　　　　　　　　　　　　（岡野先生）

テニアン島から
　　　　　　　　　　　　　　（奥岡先生）

Ｇコース
『ハックルベリ・フィンの冒険』から
19世紀アメリカ社会を考える　（菅井先生）

「南山生によって考察された、大人と社会
のためのメルヒェン集」～『グリム童話』
を学問する～　　　　　　　　（岡本先生）

Ｈコース
憲法の極意 ～政治とは如何にあるべきか～
　　　　　　　　　　　　　（佐々木先生）

新聞から読み解く現代社会
　　　　　　　　　　　　　　（田中先生）

【Ａコース】
前期 　地域から学ぶ日本史 担当：中尾先生

中学や高校で活用している教科書は、対象が「全国」である為、当然、有名な人物や出来事中
心の記述になります。また、多くのテストや受験では、英雄や中央中心の歴史用語をひたすら暗
記し、その知識量をもって優劣を競っています。しかし、これは実は「歴史学」ではありません。
本授業では、愛知県（尾張・三河）・名古屋市等、地域の歴史や地域の史資料を素材に、皆さん
に調査・発表を行ってもらいます（どこか１箇所は、現場に足を運んで下さい）。大学に入ると、
文系ではゼミ発表、理系ではポスター発表等、研究発表や論文作成が当たり前になります。本授
業では、地域の歴史を学ぶと共に、その基礎的な作業についても学ぶことになります（使用テキ
スト：『尾張の歴史 ガイドブック』名古屋市博物館、2003年、700円）。
将来、この地域で生きていく者、他の地域で生きていく者、いずれにもいつか必ず「地域を知
ることの重要性」に気づく時が訪れます。自分の「故郷（ふるさと）」について学ぶことができる
貴重な機会ととらえ、前向きに取り組んで下さい。

後期 　戦争に隠された「震度７」 担当：村瀬先生

日本が第二次世界大戦の末期である1944年に発生した東南海地震，1945年に発生した三河地震
は当時の日本の最大震度である「震度７」を観測し，非常に多くの犠牲者や被害をもたらしたに
も関わらず，翌日の新聞では「被害はほとんどない」として被害写真も一切報じられなかった。
これらの地震は意図的に「隠された」のである。
これらの地震に関して，地震がどのように発生したのか，当時の新聞記事はどうであったか，
東南海地震と三河地震では何が違ったのか，実際に被災した人の体験談などを知ることを中心に
ゼミを行っていきます。　使用教材：戦争に隠された「震度７」1944東南海地震1945三河地震（吉
川弘文館）

【資料３－２】　2015年度　社会探究ゼミ　コース・講座紹介 ＊資料から抜粋
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回
月

  日
順
番

内
  容
・
単

  元
参
考
教
材
・
担
当
ペ
ー
ジ
担
当
者

1
4月

28日
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
趣
旨
説
明
＋
発
表
順
決
定
）

中
尾

2
5月

12日
　
濃
尾
地
震
と
地
域
社
会
　（
予
定
）

中
尾

3
5月

26日
　（「
毛
織
王
国
」
の
誕
生
―
一
宮
繊
維
産
業
の
盛
衰
―
　
）

中
尾

生
徒
会
部
室

4
6月

2日
1

1　
狩
猟
・
採
集
の
時
代
＋

2 稲
作
の
は
じ
ま
っ
た
頃
　

 
概
要
・
中
間
発
表

12分
p.4
～

p.7
S2  Ｒ

君
生
徒
会
部
室

2
3　
古
墳
と
そ
の
時
代

  ＋
　

4　
古
代
の
尾
張
　
　
　
　

  
概
要
・
中
間
発
表

12分
p.8
～

p.11
S2  Ｓ

君
3

5　
窯
業
　
　
＋
　
　

6　
中
世
の
尾
張
　
　
　
　
　
　
　
　

   
概
要
・
中
間
発
表

12分
p.12
～

p.17
S2  Ｔ

君
5

6月
23日

4
8　
尾
張
藩
の
成
立
　
＋
　

9　
城
下
町
の
人
々

         
概
要
・
中
間
発
表

12分
p.24
～

p.27
S2  Ｓ

君
5

10  近
世
尾
張
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

概
要
・
中
間
発
表

12分
p.28
～

p.29、 p.34
～

p.35
S2  Ｔ

君
6

12  名
古
屋
市
の
成
立
と
近
代
産
業

概
要
・
中
間
発
表

12分
p.38
～

p.41
S2  Ｒ

君
6

6月
30日

7
14  戦

争
と
市
民
　（

1）招
集
・
戦
時
下
の
く
ら
し
　
←
戦
争
を
中
心
に

概
要
・
中
間
発
表

12分
p.44
～

46
S2  Ｉ

君
8

14  戦
争
と
市
民
　（

2）空
襲
・
復
興
す
る
名
古
屋
　
←
焼
け
野
原
か
ら
の
復
興
を
中
心
に
概
要
・
中
間
発
表

12分
p.46
～

47
S2  Ｋ

君
9

15  な
り
わ
い

 （
生
業
・
農
業
・
産
業
等
）  ＋

 16 ま
つ
り

 （
祭
・
信
仰
・
風
習
等
）

概
要
・
中
間
発
表

12分
p.48
～

51
S2  Ｔ

君
現
地
調
査
：

 ど
こ
か

1カ
所
以
上
、
関
連
す
る
場
所
に
実
際
に
行
っ
て
調
査
・
取
材
。

夏
休
み
中

　
　
　
　
　
遺
跡
・
史
跡
の
ほ
か
、
博
物
館
や
資
料
館
等
で
も
良
い
。

　
→
発
表
レ
ジ
メ
作
成

 ＋
 レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
も
取
り
掛
か
っ
て
お
く
こ
と
。

7
9月

8日
1

1　
狩
猟
・
採
集
の
時
代
＋

2 稲
作
の
は
じ
ま
っ
た
頃
　
　

調
査
・
全
体
発
表

17分
p.4
～

p.7
S2  Ｒ

君
2

3　
古
墳
と
そ
の
時
代

  ＋
　

4　
古
代
の
尾
張
　
　
　
　
　

 
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.8
～

p.11
S2  Ｓ

君
8

9月
15日

3
5　
窯
業
　
　
＋
　
　

6　
中
世
の
尾
張

                      
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.12
～

p.17
S2  Ｔ

君
4

8　
尾
張
藩
の
成
立
　
＋
　

9　
城
下
町
の
人
々

          
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.24
～

p.27
S2  Ｓ

君
9

9月
29日

5
10  近

世
尾
張
の
文
化
　

                                    
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.28～

p.29、 p.34～
p.35

S2  Ｔ
君

6
12  名

古
屋
市
の
成
立
と
近
代
産
業

                     
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.38
～

p.41
S2  Ｒ

君
10

10月
6日

7
14  戦

争
と
市
民
　（

1）招
集
・
戦
時
下
の
く
ら
し
　
←
戦
争
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　

調
査
・
全
体
発
表

17分
p.44
～

46
S2  Ｉ

君
8

14  戦
争
と
市
民
　（

2）空
襲
・
復
興
す
る
名
古
屋
　
←
復
興
・
戦
後
を
中
心
に
　
　

 
調
査
・
全
体
発
表

17分
p.46
～

47
S2  Ｋ

君
11

10月
13日

9
15  な

り
わ
い

 （
生
業
・
農
業
・
産
業
等
）  ＋

 16 ま
つ
り

 （
祭
・
信
仰
・
風
習
等
）   

調
査
・
全
体
発
表

17分
p.48
～

51
S2  Ｔ

君
　

  予
備
　
も
し
く
は
　
総
括

中
尾

【
資
料
３
－
３
】
「
社
会
探
究
ゼ
ミ
」
　
Ａ
コ
ー
ス
前
期
・
中
尾
ゼ
ミ
　
予
定
表

2015年
度
社
会
探
究
ゼ
ミ
　
Ａ
コ
ー
ス
前
期
 「

地
域
か
ら
学
ぶ
日
本
史
」
担
当
内
容
・
発
表
順
序
一
覧
　
（
社
会
科
教
室
）
　
　
　
　
　
　
担
当
：
中
尾
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高校・中学における自校史教育の可能性

用
す
る
の
が
ま
ず
は
最
も
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
試
案
と
し
て
、
例
え
ば
﹁
地
域
か
ら
学
ぶ
戦
争
﹂
と
題
し
て
、
私
が
こ
の
地
域
に
残
る

戦
争
遺
跡
等
を
扱
い
、
永
井
英
治
教
授
が
数
時
間
、
自
校
史
︵
戦
前
や
戦
中
等
︶
の
授
業
を
担
当
す
る
と
い
う
高
大
教
員
の
コ
ラ
ボ
講

座
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
も
し
く
は
、
前
期
に
黒
沢
浩
教
授
が
﹁
南
山
と
人
類
学
・
考
古
学
﹂、
後
期
に
永
井
英
治
教
授
が
﹁
南
山
と
戦
争
﹂

等
の
講
座
を
直
接
開
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︵
そ
れ
ぞ
れ
通
年
で
も
可
能
で
、
時
に
は
人
類
学
博
物
館
や
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

学
芸
員
・
職
員
の
方
々
、
博
物
館
実
習
を
受
講
し
て
い
る
大
学
生
等
が
授
業
を
行
っ
て
も
良
い
︶。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
企

画
展
等
に
高
校
生
を
直
接
関
与
さ
せ
て
も
面
白
い
で
あ
ろ
う
。

男
子
部
校
舎
と
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
は
距
離
が
近
く
、
休
み
時
間
中
の
移
動
も
可
能
で
あ
る
。
授
業
の
場
所
を
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
内
の
多
目

的
室
に
設
定
し
、
講
義
を
し
な
が
ら
展
示
室
を
見
学
し
た
り
、
史
資
料
整
理
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
学
教
員
の
授
業
を
、

時
間
の
空
い
て
い
る
高
・
中
の
社
会
科
教
師
も
聴
講
し
た
り
、
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
た
り
す
れ
ば
、
同
時
に
高
・
中
に
お
け
る
自

校
史
教
育
の
担
い
手
育
成
も
可
能
と
な
る
。
高
校
教
師
と
大
学
教
員
が
平
素
の
授
業
づ
く
り
で
協
力
・
情
報
交
換
し
あ
う
こ
と
は
、
本

格
的
な
高
大
連
携
や
教
育
実
践
へ
の
第
一
歩
に
も
な
る
。

今
年
度
一
〇
月
六
日
の
﹁
社
会
探
究
ゼ
ミ
﹂
で
は
、﹁
戦
争
と
市
民
﹂
に
関
す
る
生
徒
二
名
の
発
表
の
後
、
僅
か
一
〇
分
程
の
時
間

で
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
の
旧
制
南
山
中
学
の
写
真
︵︻
資
料
４
︼︶
を
見
せ
な
が
ら
、
当
時
の
南
山
生
の
生
活
や
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
が
貴
重

な
戦
争
遺
跡
で
も
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
そ
の
授
業
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
見
ら
れ
た
。

・
南
山
も
例
外
で
は
な
く
戦
時
下
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
い
つ
も
つ
か
っ
て
い
て
、
親
し
み
の
あ
る
土

地
や
学
校
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
強
く
心
に
響
い
た
。
戦
争
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
報
道
で
特
攻
や
玉
砕
や
ら

を
聞
く
よ
り
も
、
自
分
が
学
ん
で
い
る
学
校
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
れ
た
気
が

す
る
。
︿
Ｔ
君
﹀
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【資料４】　戦時中の写真　＊いずれも『南山高等・中学校創立70周年記念写
真集　南山』（南山高等・中学校、2004年）より

1938年（昭和13年）勤労奉仕（第6回生卒業アルバム
より）

1941年（昭和16年）査閲の一日　厳しくなった教
練の授業（第6回生卒業アルバムより）

勤労報国隊腕章（軍需工場
に動員されたときのもの）
旧制中学校第10回卒業生
卒業五十周年記念誌『青春
の軌跡』（1955年発行）より

1945年（昭和20年）軍隊により迷彩色に塗
られた校舎
（敗戦後昭和20年10月22日に軍隊撤退後の
運動場から写す。人物はすべて中学生）
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・
こ
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
の
今
い
る
場
所
が
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
、
と
か
を
聞
い
て
と
て
も
驚
い
た
。
少
し
短
か
っ
た
の

で
も
っ
と
具
体
的
に
話
を
聞
い
て
み
た
か
っ
た
。
︿
Ｒ
君
﹀

・
身
近
に
あ
る
建
物
や
場
所
で
過
去
に
そ
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
の
状
況
の
写
真
を
見
る
こ
と
で
戦
争

へ
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。
︿
Ｓ
君
﹀

・
今
で
こ
そ
、
高
校
生
は
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
大
学
受
験
に
向
け
て
全
力
で
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
昔
だ
っ
た
ら
戦
争
に

行
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
で
生
き
て
帰
っ
て
く
る
事
も
で
き
る
か
ど
う
か
な
の
で
、
昔
の
事
実
を
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て

行
き
た
い
と
思
う
。
︿
Ｒ
君
﹀

・
実
際
に
今
自
分
が
通
っ
て
い
る
学
校
が
、
戦
争
に
関
わ
っ
て
い
た
と
は
全
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。
今
と
な
っ
て
は

遠
い
昔
の
こ
と
な
の
で
あ
ま
り
実
感
が
わ
か
な
い
が
、
い
か
に
当
時
の
人
達
に
と
っ
て
戦
争
が
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
︿
Ｔ
君
﹀

・
現
在
、
身
近
に
戦
争
の
傷
跡
を
直
接
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
自
分
が
通
っ
て
い
る
学
校
が
軍
の
司
令
部
に

な
っ
た
と
聞
い
た
と
き
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
と
い
う
学
び
の
場
ま
で
戦
火
が
及
ん
だ
と
い
う
戦
争
の
悲
惨
さ
は
、

今
後
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
︿
Ｉ
君
﹀

・
今
で
は
南
山
の
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
が
戦
争
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
実
は
関
連
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
身
近

に
気
づ
か
な
い
だ
け
で
関
連
し
て
い
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
。
︿
Ｔ
君
﹀

・
戦
時
中
の
南
山
に
つ
い
て
は
実
は
全
く
今
回
ま
で
知
ら
な
く
て
、
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
当
時
の
南
山
生
や
教
員
も
亡
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ど
れ
だ
け
苦
し
い
状
況
に
南
山
が
置
か
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
︿
Ｔ
君
﹀
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・
戦
争
と
い
っ
て
も
勉
強
や
授
業
だ
と
、
東
京
大
空
襲
や
知
覧
特
攻
隊
な
ど
、
主
要
な
場
所
の
こ
と
が
多
い
の
で
、
あ
ま
り
身
近
で

は
な
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
南
山
の
話
だ
と
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
︿
Ｓ
君
﹀

一
般
的
な
高
校
・
中
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
広
島
大
学
の
事
例
の
よ
う
に︶

15
︵

、
附
属
高
校
の
生
徒
へ
の
自
校
史
教
育
は
特
別
時
間

割
を
組
み
数
回
の
授
業
で
収
め
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
男
子
部
の
﹁
社
会
探
究
ゼ
ミ
﹂
枠
を
活
用
す
れ
ば
、

全
国
的
に
も
ま
だ
珍
し
い
本
格
的
な
展
示
を
利
用
し
た
高
校
・
中
学
で
の
自
校
史
教
育
や
、
様
々
な
高
大
連
携
の
姿
を
模
索
・
創
造
し

て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

︵
２
︶
学
校
行
事
・
課
外
活
動
等
に
お
け
る
可
能
性

さ
て
、
自
校
史
教
育
の
機
会
は
、
授
業
の
枠
内
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

高
校
・
中
学
の
学
校
生
活
に
は
、
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
も
あ
る
。
こ
こ
で
既
に

男
子
部
で
行
わ
れ
た
自
校
史
教
育
︵
自
校
史
学
習
︶
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

本
校
は
今
年
度
︵
二
〇
一
五
年
度
︶
四
月
か
ら
、
三
年
掛
か
り
の
新
校
舎
建

築
に
入
っ
た
。
今
年
度
一
杯
で
現
校
舎
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度

︵
二
〇
一
四
年
度
︶
と
今
年
度
の
文
化
祭
で
は
、
二
年
連
続
で
南
山
の
歴
史
や
校

舎
に
関
す
る
展
示
企
画
が
登
場
し
た
︵
両
年
と
も
生
徒
達
の
議
論
の
中
で
自
然
に

出
て
き
た
企
画
で
、
そ
の
決
定
自
体
に
教
師
は
全
く
関
与
し
て
い
な
い
︶。

昨
年
度
の
文
化
祭
で
は
高
校
文
化
委
員
会
が
︵﹁
男
子
部
の
校
舎
つ
い
て
﹂︶、

今
年
度
の
文
化
祭
で
は
高
校
生
徒
自
治
会
執
行
部
が
︵﹁
南
山
の
歴
史
と
校
舎
﹂︶、

【資料５】生徒による文化祭での企画展示

2015年度 文化祭 高校生徒自治会・執行部 特別企画
「南山の歴史と校舎」2015年9月19日・20日
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展
示
企
画
を
行
っ
た︵︻
資
料
５
︼︶。
生
徒
達
は
、学
園
史
に
関
す
る
本
や
資
料
を
集
め
、時
に
は
大
学
史
料
室︵
現
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
︶

に
足
を
運
ん
で
史
資
料
を
調
べ
た
。
ま
た
歴
代
校
長
に
取
材
を
し
た
り
、
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
等
で
昔
の
校
舎
と
新
校
舎
の
模
型
を
作

製
し
た
り
し
た
。
本
校
の
文
化
祭
は
例
年
六
〇
〇
〇
人
程
の
来
場
者
が
あ
る
が
、
今
年
は
戦
後
七
〇
年
と
い
う
節
目
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
来
場
者
の
反
応
も
良
か
っ
た
。
特
に
戦
前
・
戦
中
の
南
山
の
姿
に
つ
い
て
は
、
驚
い
た
様
子
を
見
せ
る
人
が
多
か
っ
た
。

な
に
ぶ
ん
、
男
子
生
徒
が
作
っ
た
展
示
の
た
め
、
大
人
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ
拙
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
生
徒

の
発
案
も
新
校
舎
建
築
が
な
け
れ
ば
出
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
た
だ
受
動
的
に
講
義
等
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
発
案
・
企

画
・
調
査
・
展
示
・
発
表
を
生
徒
自
身
が
全
て
自
発
的
に
行
っ
た
こ
と
は
、﹁
展
示
を
利
用
し
た
自
校
史
教
育
4

4

﹂
で
あ
る
と
同
時
に
、﹁
展

示
を
利
用
し
た
自
校
史
学
習
4

4

﹂﹁
自
校
史
を
素
材
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
﹂
の
一
例
と
し
て
、
紹
介
す
る
に
値
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

︵
３
︶
そ
の
他
の
場
面
に
お
け
る
可
能
性

高
校
・
中
学
は
、
大
学
以
上
に
地
域
や
市
民
に
開
か
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
特
に
保
護
者
と
の
関
係
は
近
く
、
合
同
保
護
者
会
、

学
級
懇
談
会
、授
業
参
観
、Ｐ
Ｔ
Ａ
︵
本
校
で
は
育
友
会
と
呼
称
︶
等
、年
間
に
何
度
も
保
護
者
が
来
校
す
る
。
特
に
文
化
祭
、体
育
祭
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
学
校
行
事
で
は
、
非
常
に
多
く
の
保
護
者
が
参
観
に
来
る
。
ま
た
、
入
試
説
明
会
や
体
験
授
業
等
の
学
校
主
催

の
説
明
会
の
ほ
か
、
部
活
動
の
大
会
や
地
域
の
教
育
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
検
定
試
験
・
模
擬
試
験
等
、
休
日
の
校
舎
貸
与
も
多
い
。
一
般

市
民
が
訪
れ
る
頻
度
・
人
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
全
て
で
は
な
く
て
も
、
い
く
つ
か
の
機
会
に
展
示
室
が
開
館
し
て
い
れ
ば
、
地
域
・
市
民
へ
の
﹁
南
山
﹂
の
教
育
的
・
広
報

的
な
発
信
力
・
存
在
感
が
一
層
高
ま
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
博
物
館
・
図
書
館
・
文
書
館
等
で
は
、
開
館
時
間
の
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延
長
や
休
日
開
館
等
、
既
に
柔
軟
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
休
日
で
あ
っ
て
も
、
大
学
の
学
園
祭
期
間
中
は
特
別
に
こ
れ
ら

の
施
設
を
開
館
し
て
い
る
大
学
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る︶

16
︵

。

勿
論
、
勤
務
形
態
・
人
員
・
経
費
等
、
多
く
の
問
題
が
伴
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
、
少
子
化
等
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
お

け
る
広
報
的
・
社
会
的
・
教
育
的
意
義
の
大
き
さ
を
考
え
れ
ば
、
今
後
、
視
野
に
入
れ
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

平
素
の
業
務
に
加
え
、
更
に
充
実
し
た
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
予
算
や
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
は
決
し
て
避
け
て
通
れ
な

い
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
実
際
、
先
進
的
な
大
学
の
展
示
館
︵
例
え
ば
、
立
教
学
院
等
︶
で
は
複
数
名
の
専
門
研
究
員
を
置
き
、
既
に

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
充
実
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。

今
年
度
前
期
の
﹁
社
会
探
究
ゼ
ミ
﹂
終
了
時
、
生
徒
達
に
﹁
も
し
、｢

戦
争
と
南
山
﹂｢

南
山
の
歴
史｣

等
の
ゼ
ミ
や
授
業
が
あ
れ
ば
、

学
ん
で
み
た
い
︵
聞
い
て
み
た
い
︶
で
す
か
？｣
と
質
問
を
し
た
。

・
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
︿
Ｒ
君
他
﹀

・︵
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
が
︶
卒
業
ま
で
に
ラ
イ
ネ
ル
ス
館
に
入
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
点
に
も
注
目
し
た
い
。
調
べ

る
こ
と
で
南
山
の
意
外
な
歴
史
を
知
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た
い
。
︿
Ｓ
君
﹀

・
や
は
り
今
自
分
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
が
戦
争
中
の
と
き
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な
こ
と
が
わ
か
る
と
、
戦
争

が
あ
ま
り
﹁
歴
史
﹂
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
︵
活
字
の
﹁
歴
史
﹂
と
は
全
く
違
う
感
じ
が
し
た
︶
。
非
常
に
興
味
深
い
の
で
、
も

っ
と
戦
時
中
の
自
分
の
学
校
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
︿
Ｔ
君
﹀
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註

︵
1
︶　

折
田
悦
郎
﹁
大
学
文
書
館
の
設
置
と｢

自
校
史｣

教
育
﹂︵﹃
神
戸
大

学
史
紀
要
﹄
七
号
、
二
〇
〇
七
年
︶、
村
松
玄
太
﹁
近
現
代
史
と
自
校

史
教
育
―
各
大
学
に
お
け
る
実
践
を
踏
ま
え
て
︵
自
校
史
教
育
を
考
え

る
︶﹂︵﹃
日
本
大
学
史
紀
要
﹄
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年
︶。

︵
2
︶　

藤
田
茂
﹁
自
校
史
教
育
に
お
け
る
大
学
史
展
示
の
役
割
と
課
題
―
博

物
館
教
育
の
視
座
か
ら
﹂︵﹃
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究
紀
要
﹄
八
二
号
、
二
〇
一
一
年
︶。
な
お
、
最
新
の
成
果
と
し
て
、

鮎
京
正
訓
・
寺
﨑
昌
男
・
瀬
戸
口
龍
一
・
吉
川
卓
治
・
西
山
伸
・
福
岡

・
上
記
の
よ
う
な
ゼ
ミ
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。
こ
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
以
上
、
学
校
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
の

は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
︿
Ｉ
君
﹀

・
じ
ぶ
ん
の
大
先
輩
が
戦
前
・
戦
中
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
が

認
識
で
き
る
と
思
う
の
で
、
学
ん
で
み
た
い
。
︿
Ｔ
君
﹀

・
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
の
出
身
校
で
あ
る
南
山
に
つ
い
て
の
歴
史
を
調
べ
た
い
と
思
っ
た
。
︿
Ｔ
君
﹀

ほ
ぼ
全
て
の
生
徒
が
興
味
を
示
す
結
果
が
出
て
、
関
心
が
高
い
こ
と
に
驚
い
た
。
地
域
や
市
民
︵
民
衆
︶
の
視
点
を
高
校
・
中
学
の

歴
史
教
育
に
組
み
込
む
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が︶

17
︵

、
身
近
な
学
園
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
︵
史
資
料
︶
は
、﹁
史

資
料
に
語
ら
せ
る
歴
史
の
授
業
﹂
や
﹁
地
域
の
歴
史
﹂
を
構
築
・
発
掘
し
て
い
く
際
の
貴
重
な
原
資
と
な
る
。

今
後
、
使
用
可
能
な
史
資
料
の
情
報
化
・
公
開
化
、
理
解
し
易
く
活
用
し
易
い
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
充
実
、
授
業
に
お
け
る

連
携
等
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
実
現
で
き
て
い
く
か
︵
そ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
人
員
・
予
算
の
増
加
が
図
ら
れ
る
か
︶
等
が
、
学
園
全
体

に
お
け
る
自
校
史
教
育
成
否
の
大
き
な
﹁
鍵
﹂
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
充
実
は
、
引
い
て
は
地
域
・
市
民
に
対
す
る
学

園
か
ら
の
メ
ー
セ
ー
ジ
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
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猛
志
﹁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録　

今
、
な
ぜ
大
学
史
か
―
そ
の
意
義
と

展
望
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
﹄
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
︶

が
あ
る
。

︵
3
︶　

小
宮
山
道
夫
・
小
池
聖
一
・
西
原
利
典
・
宮
本
浩
治
﹁
自
校
史
教
育

が
高
校
生
の
進
路
選
択
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
⑴
・
⑵
・
⑶
―

進
路
指
導
の
改
善
と
大
学
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
﹂︵﹃
広
島
大
学

　

学
部
・
附
属
学
校
共
同
研
究
機
構
研
究
紀
要
﹄
三
五
号
・
三
六
号
・

三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
・
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
︶。

︵
4
︶　

日
本
大
学
で
は
近
年
、
日
本
大
学
理
事
長
特
別
研
究
と
し
て
自
校
史

教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
︵
大
学
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w.nihon-u.

ac.jp/2014/06/32541/

︶。
二
〇
一
四
年
に
は
全
国
の
二
桁
を
超
え
る
日

本
大
学
付
属
の
高
校
・
中
学
校
が
集
ま
り
、﹃
日
本
大
学
の
自
校
史
教

育
に
お
け
る
教
育
担
当
者
養
成
の
実
践
的
研
究
～
建
学
の
精
神
の
実
現

を
め
ざ
し
て
～
﹁
日
本
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
の
自
校
史
教
育
に

関
す
る
情
報
交
換
会
﹂﹄が
開
か
れ
て
い
る︵
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日
、

会
場
・
日
本
大
学
会
館
大
講
堂
︶。

︵
5
︶　

立
教
学
院
展
示
館
Ｈ
Ｐ
︵http://w

w
w

.rikkyogakuin.jp/hfr/

exhibition/highlight/

︶
に
よ
る
と
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校

で
は
中
学
校
選
科
と
高
校
三
年
生
自
由
選
択
で
施
設
見
学
が
行
わ
れ
て

お
り
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
中
学
校
社
会
科
︵
各
学
年
︶

で
、
高
校
で
は
Ｃ
選
択
講
座
﹁
自
校
史
﹂︵
高
校
三
年
生
︶
で
自
校
史

教
育
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

︵
6
︶　

前
掲
註︵
5
︶Ｈ
Ｐ
参
照
。﹁
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
幅
広
い
世
代

の
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
自
校
史
学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
子
供

向
け
と
大
人
向
け
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

分
か
り
や
す
い
自
校
史
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
ま
し
た
。︵
中
略
︶
見

学
後
に
授
業
と
し
て
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
館
後
も
、
各
校
と
積
極
的
に
連
携
、
協
力
を
図
り
な
が
ら

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
﹂
と
あ
る
。

︵
7
︶　

貸
出
キ
ッ
ト
の
開
発
は
博
物
館
・
美
術
館
等
で
は
一
般
的
だ
が
、
近

年
、
文
書
館
で
も
貸
出
パ
ネ
ル
や
複
製
シ
ー
ト
等
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
鳥
取
県
公
文
書
館
Ｈ
Ｐ
︵http://w

w
w

.pref.tottori.lg.jp/

80225.htm

︶、
井
上
由
紀
恵
﹁
大
型
複
製
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
利
用
促

進
の
取
組
み
﹂︵﹃
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
﹄
一
二
号
、二
〇
一
五
年
︶

等
参
照
。

︵
8
︶　

寺
﨑
昌
男
﹁
自
校
教
育
の
役
割
と
大
学
の
歴
史
―
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の

使
命
に
ふ
れ
な
が
ら
﹂︵﹃
金
沢
大
学
資
料
館
紀
要
﹄五
号
、二
〇
一
〇
年
︶

︵
9
︶　

折
田
悦
郎
・
小
関
素
明
・
山
内
乾
史
・
渡
辺
隆
喜
・
老
川
慶
喜
・
西

山
伸
・
千
葉
望
・
寺
﨑
昌
男
﹁｢

自
校
教
育｣

の
意
義
と
そ
の
可
能
性

を
探
る
﹂︵﹃
立
教
大
学 

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

大
学
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹄
一
一
号
、
二
〇
〇
六
年
︶
等
。

︵
10
︶　

前
掲
註︵
3
︶論
文
参
照
。

︵
11
︶　

田
中
仁
﹃
ボ
ク
ら
の
村
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
―
学
校
日
誌
で
み
る
昭

和
の
戦
争
時
代
﹄︵
文
理
閣
、
二
〇
一
二
年
︶、
小
川
輝
光
﹁
学
校
史
で

学
ぶ
関
東
大
震
災
﹂、
入
倉
光
春
﹁
国
民
学
校
日
誌
を
読
ん
で
戦
争
を

考
え
る
授
業
﹂、
早
川
則
男
﹁﹃
東
京
大
空
襲
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
﹄
―
中
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村
高
等
女
学
校
執
務
日
誌
を
教
材
と
し
た
授
業
﹂︵
い
ず
れ
も
﹃
歴
史

地
理
教
育
﹄、順
に
八
〇
九
号
・
二
〇
一
三
年
、八
一
九
号
・
二
〇
一
四
年
、

八
三
九
号
・
二
〇
一
五
年
︶。

︵
12
︶　

黒
沢
浩
編
著
﹃
博
物
館
教
育
論
―
学
芸
員
の
現
場
で
役
立
つ
基
礎
と

実
践
―
﹄﹁
第
三
章 

連
携
す
る
博
物
館
﹂︵
講
談
社
、二
〇
一
五
年
︶参
照
。

︵
13
︶　

新
た
な
大
学
入
試
改
革
の
中
で
も
、
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
学
習

︵
い
わ
ゆ
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
﹂︶
の
視
点
か
ら
の
学
習
・

指
導
方
法
の
抜
本
的
充
実
が
目
指
さ
れ
つ
つ
あ
る
︵﹁
高
大
接
続
シ
ス

テ
ム
改
革
会
議｢

中
間
ま
と
め｣

﹂
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w.

m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chousa/shougai/033/toushin/1362096.

htm

︶。

︵
14
︶　

歴
史
学
と
歴
史
教
育
の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
︵
拙
稿
﹁
歴
史
教
育
と
専
門
的
学
知
﹂﹃
歴
史
評
論
﹄

七
七
四
号
、
二
〇
一
四
年
︶。
特
に
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
の
取

り
組
み
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
五
年
に
は
専
門
分
野
や
高
大
を

超
え
た
連
携
を
目
指
し
、
全
国
学
会
で
あ
る
高
大
連
携
歴
史
教
育
研
究

会
が
発
足
し
た
︵
七
月
二
六
日
、
会
場
・
東
京
大
学
︶。

︵
15
︶　

前
掲
註︵
3
︶論
文
参
照
。

︵
16
︶　

例
え
ば
、
近
隣
の
大
学
博
物
館
︵
南
山
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
岐
阜

大
学
等
︶
で
も
、
学
園
祭
期
間
中
等
は
週
末
で
も
特
別
開
館
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
椙
山
女
学
園
歴
史
文
化
館
︵
通
称
・
椙
山
歴
史
文

化
館
、
椙
山
女
学
園
大
学
星
个
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
︶
で
は
、
地
域
の
学

習
イ
ベ
ン
ト
︵
二
〇
一
五
年
度
﹁
愛
知
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
会
場
校
︶

期
間
中
に
も
特
別
開
館
が
行
わ
れ
た
。
な
お
椙
山
女
学
園
で
は
、
椙
山

歴
史
文
化
館
の
分
室
︵﹁
山
添
展
示
室
﹂︶
が
二
〇
一
五
年
五
月
に
中
学

校
・
高
等
学
校
︵
山
添
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
内
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

︵
17
︶　

前
掲
註︵
14
︶拙
稿
参
照
。

︻
付
記
︼

他
報
告
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
新
入
生
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ

イ
ダ
ン
ス
等
で
自
校
の
沿
革
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
ま

た
私
立
大
学
等
で
は
、学
校
紹
介
や
学
校
説
明
会
用
の
配
布
資
料
︵
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
︶
の
一
部
に
そ
れ
ら
を
収
録
・
掲
載
し
て
い
る
学
園
も
少

な
く
な
い
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
や
そ
の
後
に
、﹁｢

負
と
は
何
か｣

か

ら
議
論
し
合
う
こ
と
が
重
要
﹂、﹁
大
学
生
に
も
難
し
い
の
に
、
高
校
生
・
中

学
生
に
は
よ
り
難
し
い
の
で
は
﹂、﹁
保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
を
う
ま
く
巻
き
込
ん
で

い
く
こ
と
が
有
要
で
は
﹂
等
、
貴
重
な
御
意
見
・
御
感
想
を
賜
っ
た
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


